
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習で、「○○○と○○〇、どちらがすきですか。」という作文に取り組ん

でいる。必ず「どうしてかというと」を使って理由を説明させることで、児童の

思考力や表現力の向上を図っている。 

１年 「どっちが好き」作文 

家庭学習で、継続して作
文に取り組むことで、書く
力や表現力が高まってきて
いる。また、「どうしてか
というと」の他に、「その
ために」など、学習した言
葉を使って文を書くこと
で、さらに表現力を伸ばし
ていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語彙を、〇〇〇の仲間というよ

うに仲間ごとに覚えることができ

た。つなげられそうにない時など

は、友達や担任にどのような言葉

があるのか聞くことで、新しい語

彙を獲得できた。 

２年 カテゴリしりとり ～語彙の獲得・表現力

① 動物の仲間 

② 食べ物の仲間 

「〇〇〇の仲間」に当てはまる言葉を３分間で何個つなげられるか、

ペアでしりとりを行う。〇〇〇は毎回違う種類のものにして３セット行

い、新しい語彙の獲得と共に、時間制限がある中での言葉の瞬発力も向

上させていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 日記 ～考えや思いの表現を広げる～ 

教科書の「ことばのたからばこ」より、「考えや気もちをつた

えることば」の中からその日の日記に使える言葉を選び、日記を

書く。用いた言葉に印を付けて、意欲を高める。 

ただ日記を書くだけでな

く、「自分の気持ち」や「伝

えたい考え」を意識して文

章を書くことで自分の考え

を伝える意識を高めた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「〇から始まる～な言葉」に当てはまる言葉を辞書から探し、な

ぜその言葉を選んだかという理由を書く。投票をして、クラスで１

番共感を得られた言葉を書いた人がチャンピオンとなる。 

辞書に載っている言葉の意味

を、しっかりと読み込むようにな

った。説得力をもたせるための理

由を考える力が身に付いた。 

３年 辞書引きゲーム 「コトバト」 ～語彙の獲得・表現力～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週末の家庭学習。教科書「言葉のたから箱」より、「考えや気

持ちをつたえる言葉」の中から言葉を選び、その言葉を用いて日

記を書く。用いた言葉に印を付けて、意欲を高める。 

事実を書くだけでなく、

「書き残したい考え」や 

「伝えたい思い」を意識し

て文章を書くことにつなが

った。 

３年 日記 ～考えや思いの表現を広げる～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書「言葉のたから箱」や読み物単元に出てくる言葉の意味

を調べ、自分だけのオリジナル辞書を作る。語彙を増やし、自分

の思いや考えにより近い言葉を使うことができるようにする。 

４年 意味調べ ～語彙を増やし、活用する～ 

 

言葉の意味を理解し、自分

の思いや考えにより近い言葉

を選んで伝えたり書いたりす

ることを意識できるようにな

った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「〇から始まる～な言葉」に当てはまる言葉を辞書から探し、な

ぜその言葉を選んだかという理由を書く。投票をして、クラスで１

番共感を得られた言葉を書いた人がチャンピオンとなる。 

辞書に載っている言葉の意味

を、しっかりと読み込むようにな

った。説得力をもたせるための理

由を考える力が身に付いた。 

４年 辞書引きゲーム 「コトバト」 ～語彙の獲得・表現力～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞の記事を選び、記事を要約し、記事に対する自分の考えを述べる活動。デ

ータで行うため、他者と共有することもした。新聞のコラム等も活用し、要旨を

まとめることも行った。最初は、教師が記事を選択し、１ヵ月頃から自分で記事

を選び、活動できるようになった。 

５年 新聞の活用 ～要約・要旨・表現～ 

 既習事項を思い出し、要約や要

旨を捉える際に、段落の要点やつ

なぎ言葉に着目する児童が増え

た。自分の考えは、自分の経験や

自分の読後感と併せて書くことが

できる児童が増えてきた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師がテーマを設定したり児童自身がテーマを決めたり、ス

ピーチを行う。スピーチ後に、質問や感想を数人から挙げるよ

うにしている。 

 話の構成や伝えたいことを明確

にする等、自分の伝えたいことを

相手に伝えるための工夫をする児

童が増えた。また、どんな質問が

適切なのかを考える児童も現れる

ようになった。 

５年 私のスピーチ ～表現力～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Feel note」アプリを活用し、毎日の日記を投稿していく。教師や

友達からフィードバックもできる。アプリの機能では記録を続けてい

くと AI がポートフォリオの観点から分析をすることができる。 

５年 私の日記（Feel note） ～表現力・質問力・他者意識～ 

 日常的に表現活動をする児童が

増えた。他者からの反応を考えな

がら表現する他者意識を強くなっ

た。表現活動に対してコメントし

合うことが日常化された。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎週、いくつかの新聞記事（毎日子ども新聞）の中から児童が１つを選択し、

要約し、要旨をとらえる。また、要旨をとらえることと、その記事に対する意見

文も書き記す。書き直しができるよう ICT を用いる。 

 長い文章もどこを読むことで要旨（筆

者の主張）をとらえることができるのか

を考えながら読む姿が増えた。また説明

的文章に対して他人事に感じてしまう児

童も多かったが、考えをもつことを繰り

返し行うことで、自分事として捉えるこ

とができるようになった。 

６年 新聞記事意見文 ～要旨を捉える/考えをもつ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎週１つの単語（お題）を出し、そこから自分

が調べた類義語または対義語をリレーのようにつ

なげていく。お題は、事物を表す単語や児童がよ

く使う形容詞などからはじめ、最終的には、自分

たちでお題を設定していく。 

６年 類義語・対義語リレー ～語彙の獲得～ 

 これまで児童は、物事を説明したり、考えを述

べたりするときの表現方法が狭かった。しかし、似

ている意味の言葉の知識が増え、知っていた言葉も

対義語の関係にあることを再認識することによって

表現のバリエーションが豊かになった。 


